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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】感度自動制御モードおよびＩＳＯブラケティン
グモードを設定した場合に、ＩＳＯブラケティングによ
る撮影に生じる不具合を解消する。
【解決手段】カメラは、被写体の像を撮像する撮像手段
１２１と、輝度検出手段１０２と、少なくとも露光感度
および被写体輝度を用いて露出演算を行う露出演算手段
１０１と、第１モードを設定する第１設定手段１１３と
、第１モードを実行する第１制御手段１０１と、第２モ
ードを設定する第２設定手段１１４と、第２モードを実
行する第２制御手段１０１と、第１モードおよび第２モ
ードが設定されている場合、第１制御手段１０１の指示
に基づいて、露出演算手段１０１により変更された露光
感度を基準として、高感度側および低感度側のいずれか
へ露光感度を変更して、露出演算手段１０１に対して露
出演算をさせる第３制御手段１０１とを備える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装着部に装着された撮影レンズを介して入射した被写体の像を撮像して画像を取得する
撮像手段と、
　前記被写体の輝度を検出する輝度検出手段と、
　前記撮像手段に設定されている露光感度、前記撮像手段に設定されている露光時間、前
記撮影レンズに設定されている絞り値、および前記輝度検出手段により検出された被写体
輝度のうち、少なくとも前記露光感度および前記被写体輝度を用いて露出演算を行う露出
演算手段と、
　第１モードを設定する第１設定手段と、
　第２モードを設定する第２設定手段と、
　前記第１モードが設定されている場合、前記露出演算手段による露出演算の結果が適正
露出ではない時、前記露出演算手段に対して、適正露出に近づけるために必要な前記露光
感度の変更量を演算させ、前記演算された変更量に応じて前記露光感度を変更させ、前記
変更した露光感度を用いて露出演算をさせる第１制御手段と、
　前記第２モードが設定されている場合、前記撮像素子に設定されている前記露光感度を
基準として、高感度側および低感度側のいずれかへ前記露光感度を変更して、前記露出演
算手段に対して露出演算をさせる第２制御手段と、
　前記第１モードおよび前記第２モードが設定されている場合、前記第１制御手段の指示
に基づいて前記露出演算手段により変更された前記露光感度を基準として、高感度側およ
び低感度側のいずれかへ前記露光感度を変更して、前記露出演算手段に対して露出演算を
させる第３制御手段とを備えることを特徴とするカメラ。
【請求項２】
　請求項１に記載のカメラにおいて、
　前記基準となる露光感度は固定値とすることを特徴とするカメラ。
【請求項３】
　請求項１または２に記載のカメラにおいて、
　前記基準となる露光感度と、高感度側および低感度側のいずれかへ変更される露光感度
とを表示する表示器をさらに備えることを特徴とするカメラ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、露光感度を自動的に制御するモードおよび撮像手段の露光感度を段階的に変
更させるモードを備えるカメラに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、撮像感度を自動的に制御するモードを備えるカメラが知られている（たとえ
ば特許文献１）。
　また、撮像感度を段階的に変化させて露出を変更しながら、複数回の撮影を行うＩＳＯ
ブラケティングモードを備えるカメラが知られている（たとえば特許文献２）。
【特許文献１】特開２００６－２２２７５７号公報
【特許文献２】特開２００５－２５７７４３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、感度自動制御モードとＩＳＯブラケティングモードとを備える場合、Ｉ
Ｓブラケティングで撮影中に感度自動制御モードにより撮像感度が変更され、ＩＳＯブラ
ケティングによる撮影に不具合が生じるという問題がある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
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　請求項１に記載の発明によるカメラは、装着部に装着された撮影レンズを介して入射し
た被写体の像を撮像して画像を取得する撮像手段と、被写体の輝度を検出する輝度検出手
段と、撮像手段に設定されている露光感度、撮像手段に設定されている露光時間、撮影レ
ンズに設定されている絞り値、および輝度検出手段により検出された被写体輝度のうち、
少なくとも露光感度および被写体輝度を用いて露出演算を行う露出演算手段と、第１モー
ドを設定する第１設定手段と、第２モードを設定する第２設定手段と、第１モードが設定
されている場合、露出演算手段による露出演算の結果が適正露出ではない時、露出演算手
段に対して、適正露出に近づけるために必要な露光感度の変更量を演算させ、演算された
変更量に応じて露光感度を変更させ、変更した露光感度を用いて露出演算をさせる第１制
御手段と、第２モードが設定されている場合、撮像素子に設定されている露光感度を基準
として、高感度側および低感度側のいずれかへ露光感度を変更して、露出演算手段に対し
て露出演算をさせる第２制御手段と、第１モードおよび第２モードが設定されている場合
、第１制御手段の指示に基づいて露出演算手段により変更された露光感度を基準として、
高感度側および低感度側のいずれかへ露光感度を変更して、露出演算手段に対して露出演
算をさせる第３制御手段とを備えることを特徴とする。
　請求項２に記載の発明は、請求項１に記載のカメラにおいて、基準となる露光感度は固
定値とすることを特徴とする。
　請求項３に記載の発明は、請求項１または２に記載のカメラにおいて、基準となる露光
感度と、高感度側および低感度側のいずれかへ変更される露光感度とを表示する表示器を
さらに備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、第１モードにおいて変更された露光感度を基準として、第２モードに
より高感度側および低感度側のいずれかへ露光感度を変更させて画像を取得できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　以下、図面を参照して本発明を実施するための最良の形態について説明する。図１は、
本発明の一実施形態による電子カメラの構成を示すブロック図である。図１において、演
算回路１０１は、マイクロコンピュータなどによって構成される。演算回路１０１は、後
述する各ブロックから出力される信号を入力して所定の演算を行い、演算結果に基づいて
制御信号を各ブロックへ出力する。撮像素子１２１は、ＣＣＤイメージセンサなどによっ
て構成される。撮像素子１２１は、撮影レンズＬＥを通過した光による被写体像を撮像し
、撮像信号をＡ／Ｄ変換回路１２２へ出力する。
【０００７】
　撮像素子１２１は、ＩＳＯ１００相当～ＩＳＯ６４００相当の範囲内において撮像感度
（露光感度）を所定のステップで変更可能に構成されている。撮像感度とは、撮像素子１
２１に蓄積される電荷の検出感度、もしくは不図示の増幅回路の増幅利得を変化させる被
制御量のことをいう。撮像感度は、相当するＩＳＯ感度値で表される。
【０００８】
　Ａ／Ｄ変換回路１２２は、アナログ撮像信号をディジタル信号に変換する。撮像素子１
２１およびＡ／Ｄ変換回路１２２は、タイミング回路１２４から出力される駆動信号によ
って所定のタイミングで駆動される。
【０００９】
　ＡＳＩＣ１２３は、ディジタル変換後の信号に所定の画像処理を行う。画像処理は、ホ
ワイトバランス（ＷＢ）調整処理、画像データを所定の形式で圧縮する圧縮処理、圧縮処
理後のデータを伸長する伸長処理を含む。バッファメモリ１２５は、ＡＳＩＣ１２３によ
って信号処理された画像データを逐次入力し、当該データを一時的に格納する。記録媒体
１２６は、着脱可能なフラッシュメモリなどによって構成される。記録媒体１２６は、バ
ッファメモリ１２５に一時格納されている画像データを記録する。
【００１０】
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　露出モード設定部材１１０は、たとえば露出モードダイヤルおよびその回転位置を検出
するスイッチを有し、露出モードダイヤルの設定操作に応じて、操作信号を演算回路１０
１へ出力する。演算回路１０１は、露出モード設定部材１１０から操作信号が入力される
と、操作信号に応じてプログラム自動露出制御モード（Ｐモード）、シャッタ速度優先自
動露出制御モード（Ｓモード）、絞り優先自動露出制御モード（Ａモード）、およびマニ
ュアル露出モード（Ｍモード）のいずれか一つに設定する。
【００１１】
　プログラム自動露出制御モード（Ｐモード）では、適正露出が得られるように撮像素子
１２１の露光時間および絞り値を所定の組合せで変更可能にして制御露出を演算する。シ
ャッタ速度優先自動露出制御モード（Ｓモード）では、設定されているシャッタ速度（露
光時間）で適正露出が得られるように絞り値を変更可能にして制御露出を演算する。絞り
優先自動露出制御モード（Ａモード）では、設定されている絞り値で適正露出が得られる
ように露光時間を変更可能にして制御露出を演算する。マニュアル露出モード（Ｍモード
）では、設定されている露光時間および絞り値による制御露出と適正露出との偏差を演算
する。
【００１２】
　感度自動制御モード設定操作部材１１３は、感度自動制御モードの設定／解除、感度制
御範囲の変更、および感度変更シャッタ速度の変更を行うための操作部材である。感度自
動制御モード設定操作部材１１３は、設定／解除操作、感度制御範囲の変更、および感度
変更シャッタ速度の変更操作に応じた操作信号を演算回路１０１へ出力する。演算回路１
０１は、入力される操作信号に応じて感度自動制御モードの設定や解除、感度制御範囲の
変更、感度変更シャッタ速度の変更を行う。感度自動制御モードが設定されている場合、
適正露出に近づけるように、露出偏差ΔＥＶに応じて撮像感度を自動的に変更して制御露
出が演算される。露出偏差ΔＥＶは、上記のシャッタ優先自動露出モード（Ｓモード）、
絞り優先自動露出モード（Ａモード）およびマニュアル露出モード（Ｍモード）で算出さ
れた制御露出と適正露出との偏差である。感度自動制御モードが解除されている場合、設
定されている撮像感度で適正露出が得られるように制御露出が演算される。
【００１３】
　感度設定操作部材１１５は、撮像感度設定操作に応じて操作信号を演算回路１０１へ出
力する。演算回路１０１は、感度設定操作部材１１５から操作信号が入力されると、操作
信号に応じて上述した撮像素子１２１の撮像感度の設定値を変更する。設定感度ＳＶｓの
設定範囲は、たとえば、５≦ＳＶｓ≦１１、すなわち、ＩＳＯ１００相当～ＩＳＯ６４０
０相当の範囲で設定可能に構成されている。
【００１４】
　シャッタ速度設定操作部材１１１は、シャッタ速度設定操作に応じて操作信号を演算回
路１０１へ出力する。演算回路１０１は、シャッタ速度設定操作信号に応じてシャッタの
開口時間を設定し、上述した撮像素子１２１の露光時間を制御する。ここで、設定シャッ
タ速度（露光時間）ＴＶｓの設定範囲は、たとえば－５≦ＴＶｓ≦１２、３０秒～１／４
０００秒の範囲であり、１段ステップでいずれか１つのシャッタ速度に設定可能に構成さ
れている。なお、本実施の形態においては、初期値としてのシャッタ速度は１／１２５秒
に設定されているものとする。
【００１５】
　絞り設定操作部材１１２は、絞り設定操作に応じて操作信号を演算回路１０１へ出力す
る。演算回路１０１は、入力された絞り設定操作信号に応じて、絞り値を開放から最小絞
りまで１段ステップでいずれか１つの絞り値に設定する。設定絞り値ＡＶｓの設定範囲は
ＡＶ０～ＡＶＭ、すなわち開放絞り値および最小口径絞り値であり、装着されている撮影
レンズＬＥによって異なる。なお、本実施の形態においては、絞り値の初期値はＦ５．６
に設定されているものとする。
【００１６】
　ＩＳＯブラケティングモード設定部材１１４は、ＩＳＯブラケティングモードに関する
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各種の設定、変更等を行うための操作部材である。ＩＳＯブラケティングモードは、基準
となる撮像感度を補正ステップＸに基づいて変更しながら、Ｎコマの画像を連続して撮影
するモードである。ＩＳＯブラケティングモード設定操作部材１１４は、設定／解除操作
、コマ数Ｎの変更、および補正ステップＸの変更操作に応じた操作信号を演算回路１０１
へ出力する。演算回路１０１は、入力される操作信号に応じてＩＳＯブラケティングモー
ドの設定や解除、コマ数Ｎの変更、補正ステップＸの変更を行う。なお、コマ数Ｎは、た
とえば３コマおよび５コマからＩＳＯブラケティングモード操作部材１１４により選択可
能であり、０コマが選択されると演算回路１０１はＩＳＯブラケティングモードを解除す
る。また、補正ステップＸは、たとえば１／３、１／２、３／２、および１のうちいずれ
かを選択することができる。
【００１７】
　表示装置１０９は、演算回路１０１の指令によりシャッタ速度、絞り値、設定感度、露
出モード、制御感度、露出偏差、感度自動制御モードの設定状態などを表示する。測光装
置１０２は、撮影レンズＬＥを通過したレンズ透過光量を検出し、検出信号を演算回路１
０１へ出力する。演算回路１０１は、測光装置１０２からの検出信号を用いて被写体の明
るさを算出する。
【００１８】
　レンズ情報検出装置１１６は、レンズマウント（不図示）の近傍に配設された接点およ
びインターフェイス回路によって構成される。レンズ情報検出装置１１６は、接点および
インターフェイス回路を介して撮影レンズＬＥに内蔵されたレンズＣＰＵとの間で通信を
行い、レンズＣＰＵから得たレンズ情報を演算回路１０１へ転送する。また、レンズ情報
検出装置１１６は、撮影レンズＬＥに設定されている（撮影時に使用される）絞り値の情
報をレンズ情報として取得する。演算回路１０１は、レンズＣＰＵからレンズ情報が所定
時間得られない場合、すなわち、通信が確立されない場合、撮影レンズＬＥが装着されて
いないと判定する。
【００１９】
　レリーズスイッチＳＷ２は、不図示のレリーズ操作ボタンの押し下げに連動してレリー
ズ操作信号を演算回路１０１へ出力する。モータ制御回路１０５は、演算回路１０１の指
令によってシーケンスモータ１０６を駆動制御する。シーケンスモータ１０６は、不図示
のシーケンス駆動装置を構成し、不図示のミラーのアップ／ダウン、不図示の絞りの駆動
、およびシャッタ１０４のチャージなどを行う。
【００２０】
　シーケンススイッチＳＷ１は、上記シーケンス駆動装置を構成し、シーケンスモータ１
０６のブレーキ制御タイミングなどを発生するスイッチである。以下、シーケンススイッ
チＳＷ１のオン・オフとシーケンス駆動装置の動作制御について、ミラーアップ動作の場
合、およびミラーダウン動作の場合について説明する。
【００２１】
－ミラーアップ動作－
　ミラーダウンした状態でシーケンスモータ１０６が停止している場合は、シーケンスス
イッチＳＷ１はオン状態を保持している。ミラーアップのためにシーケンスモータ１０６
が正転を開始すると、シーケンス駆動装置が動作し、所定の時間だけ遅れてシーケンスス
イッチＳＷ１がオフする。シーケンスモータ１０６が正転を継続すると、シーケンス駆動
装置はミラーアップおよび絞りの絞り込みを行う。そして、ミラーアップ動作完了直前に
シーケンススイッチＳＷ１がオンしてブレーキ制御タイミングを発生すると、シーケンス
モータ１０６が正転を停止するので、シーケンス駆動装置はミラーアップ動作を停止する
。なお、シーケンス駆動装置は、絞り込み動作がミラーアップ動作の完了までに終了する
ように構成されているものとする。
【００２２】
－ミラーダウン動作－
　ミラーアップした状態ではシーケンススイッチＳＷ１はオン状態を保持している。ミラ
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ーダウンのためにシーケンスモータ１０６が逆転を開始すると、シーケンス駆動装置が動
作し、所定の時間だけ遅れてシーケンススイッチＳＷ１がオフする。シーケンスモータ１
０６が逆転を継続すると、シーケンス駆動装置はミラーダウン動作を行うとともに、絞り
が係止されている場合には係止を解除した後、絞りを開放復帰する。さらに、シーケンス
駆動装置はシャッタ１０４をチャージする。ミラーダウン動作の完了直前にシーケンスス
イッチＳＷ１がオンしてブレーキ制御タイミング信号が発生すると、シーケンスモータ１
０６の逆転が停止するので、シーケンス駆動装置はミラーダウン動作を停止する。なお、
シーケンス駆動装置は、絞りの開放復帰およびシャッタ１０４のチャージがミラーダウン
動作の完了までに終了するように構成されているものとする。
【００２３】
　シャッタ制御回路１０３は、シャッタ１０４の不図示の先幕および後幕の保持および解
除をそれぞれ制御する。なお、シャッタ１０４はシーケンス駆動装置のミラーアップ動作
の途中でチャージが解除されるので、シーケンス駆動装置によるミラーアップ動作前にシ
ャッタ１０４の先幕および後幕の保持が行われる。絞り位置検出装置１０７は、絞り値に
対応する絞りの絞り位置を検出して検出信号を演算回路１０１に出力する。絞り係止装置
１０８は、駆動中の絞りを係止し、所定の絞り値で絞りを停止させる。なお、絞り係止装
置１０８による絞りの係止が、ミラーダウン途中に解除されるようにシーケンス駆動装置
が構成されている。
【００２４】
　本実施の形態の電子カメラは、感度自動制御モードとＩＳＯブラケティングモードとが
設定された場合に、感度自動制御モードにより撮像感度を変更し、変更後の撮像感度を基
準として撮像感度の異なる複数の画像を取得するものである。
【００２５】
（メイン処理）
　実施の形態による電子カメラの演算回路１０１で行われるカメラ動作の処理の流れにつ
いて、図２のフローチャートを参照して説明する。図２のフローチャートによるプログラ
ムは、図示しないメモリに格納されており、電子カメラの電源がＯＮされると起動する。
図２のステップＳ１において、演算回路１０１は以下（１）～（１２）の初期設定を行い
ステップＳ２へ進む。
（１）設定感度ＳＶｓを７（ＩＳＯ４００に相当）
（２）設定シャッタ速度ＴＶｓを７（１／１２５秒）
（３）設定絞り値ＡＶｓを５（Ｆ５．６）
（４）露出モードパラメータＭｐを１（Ｐモード）
（５）感度自動制御モード設定フラグＳを０（解除）
（６）感度変更シャッタ速度ＴＶ０を５（１／３０秒）
（７）制御下限感度ＳＤを５（ＩＳＯ１００相当）
（８）制御上限感度ＳＵを９（ＩＳＯ１６００相当）
（９）ＩＳＯブラケティングモード設定フラグＢを０（解除）
（１０）ＩＳＯブラケティングコマ数Ｎを３
（１１）補正ステップＸを１
（１２）ＩＳＯブラケティングカウンタｎを１
　なお、設定感度ＳＶｓ、設定シャッタ速度ＴＶｓ、設定絞り値ＡＶｓ、感度変更シャッ
タ速度ＴＶ０、制御下限感度ＳＤ、および制御上限感度ＳＵは、それぞれアペックス値が
用いられる。
【００２６】
　制御下限感度ＳＤは、感度自動制御モードにおいて撮像感度が変更される場合の下限感
度であり、５≦ＳＤ≦６の範囲で１段ごとに変更可能である。制御上限感度ＳＵは、感度
自動制御モードにおいて撮像感度が変更される場合の上限感度であり、７≦ＳＵ≦１１の
範囲で１段ごとに変更可能である。
【００２７】
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　感度変更シャッタ速度ＴＶ０は、プログラム自動露出制御モード（Ｐモード）もしくは
絞り優先自動露出制御モード（Ａモード）において、低速側で撮像感度を変更するための
シャッタ速度であり、－５≦ＴＶ０≦７、すなわちシャッタ速度３０秒～１／１２５秒の
範囲で変更可能に設定されている。なお、感度変更シャッタ速度ＴＶ０は固定値でもよい
し、撮影レンズＬＥにより決定される値であってもよい。モードパラメータＭｐは設定さ
れた露出モードを示すパラメータであり、プログラム自動露出制御モード（Ｐモード）が
設定されると１に、シャッタ速度優先自動露出制御モード（Ｓモード）が設定されると２
に、絞り優先自動露出制御モード（Ａモード）が設定されると３に、マニュアル露出モー
ド（Ｍモード）が設定されると４に、それぞれセットされる。
【００２８】
　フラグＳは感度自動制御モードの設定の有無を示すフラグであり、感度自動制御モード
が設定された場合は１に、設定されていない場合は０に設定される。フラグＢはＩＳＯブ
ラケティングモードの設定の有無を示すフラグであり、ＩＳＯブラケティングモードが設
定された場合は１に、設定されていない場合は０に設定される。ＩＳＯブラケティングカ
ウンタｎは、ＩＳＯブラケティングモードにおいて、一連の撮影のうち次に撮影されるコ
マが何コマ目に相当するかを示すカウンタであり、ＩＳＯブラケティングモードが解除さ
れると１に設定される。
【００２９】
　ステップＳ２において、装着された撮影レンズＬＥと通信を行いステップＳ３へ進む。
なお、ステップＳ２の通信処理では、後述するように、通信の結果、撮影レンズＬＥとの
通信が成立するとフラグＬに１を、撮影レンズＬＥとの通信が成立しないとフラグＬに０
が代入される。ステップＳ２での処理の詳細については後述する。
【００３０】
　ステップＳ３において、フラグＬが１であるか否かを判定する。撮影レンズＬＥが装着
され、フラグＬが１の場合、ステップＳ３が肯定判定されてステップＳ４へ進む。撮影レ
ンズＬＥが装着されず、フラグＬが０の場合は、ステップＳ３が否定判定されてステップ
Ｓ２へ戻る。ステップＳ４においては、各種の操作部材による電子カメラの設定処理を行
いステップＳ５へ進む。ステップＳ４での設定処理では、各操作入力に応じて、露出モー
ド、シャッタ速度、絞り値、感度、感度自動制御モード、ＩＳＯブラケティングモード等
が設定変更される。設定処理の詳細については後述する。
【００３１】
　ステップＳ５において、測光装置１０２から入力される検出信号により撮影レンズＬＥ
を透過した光量（ＢＶ－ＡＶ０）を演算し、ステップＳ２で取得した開放絞り値ＡＶ０を
加算して被写体輝度ＢＶを算出しステップＳ６へ進む。ステップＳ６においては、露出演
算処理を行いステップＳ７へ進む。露出演算処理に関しては後に詳しく説明する。
【００３２】
　ステップＳ７において、表示装置１０９に対する表示処理を行ってステップＳ８へ進む
。表示処理の詳細については後述する。ステップＳ８において、レリーズボタンが押下操
作されたか否かを判定する。レリーズスイッチＳＷ２からレリーズ操作信号を入力しない
場合は、ステップＳ８が否定判定されてステップＳ２へ戻る。レリーズスイッチＳＷ２か
らレリーズ操作信号を入力した場合はステップＳ８が肯定判定されてステップＳ９へ進む
。ステップＳ９においては、撮像シーケンス処理を行いステップＳ１０へ進む。なお、撮
像シーケンス処理の詳細については後述する。
【００３３】
　ステップＳ１０においては、フラグＢが１であるか否かを判定する。フラグＢが１の場
合、すなわちＩＳＯブラケティングモードが設定されている場合、ステップＳ１０が肯定
判定されてステップＳ１１へ進む。フラグＢが０の場合、すなわちＩＳＯブラケティング
モードが設定されていない場合、ステップＳ１０が否定判定されてステップＳ２へ戻る。
【００３４】
　ステップＳ１１においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値がＮであるか否かを
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判定する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎがＮの場合、ステップＳ１１が肯定判定され
てステップＳ１２へ進む。ステップＳ１２では、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値を
１に設定してステップＳ２へ戻る。ＩＳＯブラケティングカウンタｎがＮではない場合、
ステップＳ１１が否定判定されてステップＳ１３へ進む。ステップＳ１３では、ＩＳＯブ
ラケティングカウンタｎの値に１を加算して、（ｎ＋１）としてステップＳ２へ戻る。
【００３５】
（通信処理）
　図２のステップＳ２における電子カメラ本体および撮影レンズＬＥ間の通信処理の詳細
について、図３のフローチャートを参照して説明する。図３のステップＳ１０１において
、計時パラメータｔを初期値の０に設定し、計時を開始してステップＳ１０２へ進む。ス
テップＳ１０２において、レンズＣＰＵ（不図示）との間の通信が成立したか否か、すな
わち撮影レンズＬＥが装着されているか否かを判定する。通信成立の判定は、所定のプロ
トコルチェックによって行う。通信成立の場合はステップＳ１０２が肯定判定されてステ
ップＳ１０３へ進む。一方、通信不成立の場合には通信途中と判断して、ステップＳ２２
が否定判定されてステップＳ１０６へ進む。
【００３６】
　ステップＳ１０３においては、レンズＣＰＵから、レンズ情報に含まれる開放絞り値Ａ
Ｖ０および最小口径絞り値ＡＶMを受信してステップＳ１０４へ進む。ステップＳ１０４
において、フラグＬに１をセットしてステップＳ１０５へ進む。ステップＳ１０５におい
て、時間ｔの計時を停止して図２のステップＳ３へ進む。
【００３７】
　上述したステップ１０２が否定判定されて進んだステップＳ１０６においては、計時時
間ｔと所定時間Ｔとの間にｔ≧Ｔが成立するか否かを判定する。所定時間Ｔは、プロトコ
ルチェックに要する時間に、若干のマージン時間を加えた時間である。演算回路１０１は
、ｔ≧Ｔが成立する場合にステップＳ１０６が肯定判定されてステップＳ１０７へ進み、
ｔ≧Ｔが成立しない場合にステップＳ１０６が否定判定されてステップＳ１０２へ戻る。
ステップＳ１０７へ進む場合は、撮影レンズＬＥが装着されていない場合であり、ステッ
プＳ１０２へ戻る場合は、プロトコルチェックの途中である。ステップＳ１０７において
、フラグＬに０をセットしてステップＳ１０５へ進む。
【００３８】
（設定処理）
　図２のステップＳ４における設定処理の詳細について、図４～図９のフローチャートを
参照して説明する。図４のステップＳ１１１において、感度自動制御モードに関する操作
が行われたか否かを判定する。感度自動制御モード設定部材１１３から操作信号が入力さ
れない場合はステップＳ１１１が否定判定されて、後述する図６ステップＳ１５１へ進み
、操作信号が入力された場合はステップＳ１１１が肯定判定されてステップＳ１１２へ進
む。
【００３９】
　ステップＳ１１２において、ステップＳ１１１で行われた感度自動制御モードに関する
操作が、感度自動制御モードの設定もしくは解除操作であるか否かを判定する。感度自動
制御モード設定部材１１３からの操作信号が感度自動制御モードの設定および解除を示す
信号ではない場合はステップＳ１１２が否定判定されてステップＳ１１６へ進み、操作信
号が感度自動制御モードの設定もしくは解除を示す信号の場合はステップＳ１１２が肯定
判定されてステップＳ１１３へ進む。
【００４０】
　ステップＳ１１３においては、感度自動制御モード設定フラグＳが１であるか否かを判
定する。Ｓ＝１（感度自動制御モードに設定されている）の場合にはステップＳ１１３が
肯定判定されてステップＳ１１４へ進み、Ｓ＝０（感度自動制御モードが解除されている
）の場合にはステップＳ１１３が否定判定されてステップＳ１１５へ進む。ステップＳ１
１４において、フラグＳを０にセット（感度自動制御モードを解除）して図４による処理
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を終了し、図２のステップＳ４へ進む。ステップＳ１１５においては、フラグＳを１にセ
ット（感度自動制御モードに設定）して図４による処理を終了し、図２のステップＳ４へ
進む。
【００４１】
　ステップＳ１１２が否定判定されて進んだステップＳ１１６においては、感度自動制御
モード設定操作部材１１３による操作が、感度制御範囲の変更操作であるか否かを判定す
る。感度自動制御モード設定部材１１３からの操作信号が感度制御範囲の変更を示す信号
ではない場合はステップＳ１１６が否定判定されて、後述する図５のステップＳ１４１へ
進み、操作信号が感度制御範囲の変更を示す信号の場合はステップＳ１１６が肯定判定さ
れてステップＳ１１７へ進む。
【００４２】
　ステップＳ１１７においては、感度自動制御モード設定部材１１３により制御上限感度
ＳＵが変更されたか否かを判定する。制御上限感度ＳＵが変更された場合は、ステップＳ
１１７が肯定判定されてステップＳ１１８へ進み、制御上限感度ＳＵが変更されていない
場合は、ステップＳ１１７が否定判定されて後述するステップＳ１２４へ進む。
【００４３】
　ステップＳ１１８においては、制御上限感度ＳＵが高感度側に設定されたか否かを判定
する。制御上限感度ＳＵが高感度側に変更された場合は、ステップＳ１１８が肯定判定さ
れてステップＳ１１９へ進み、高感度側に変更されていない場合はステップＳ１１８が否
定判定されてステップＳ１２１へ進む。
【００４４】
　ステップＳ１１９においては、制御上限感度ＳＵの値が１１であるか否か、すなわちＩ
ＳＯ６４００相当であるか否かを判定する。制御上限感度ＳＵが１１の場合は、ステップ
Ｓ１１９が肯定判定され、これ以上高感度側に設定できないので、制御上限感度ＳＵを変
更せずに図２のステップＳ５へ進む。制御上限感度ＳＵが１１ではない場合、ステップＳ
１１９が否定判定されてステップＳ１２０へ進む。ステップＳ１２０においては、制御上
限感度ＳＵの値に１を加算し、新たな制御上限感度ＳＵを設定して図２のステップＳ５へ
進む。これにより、制御上限感度ＳＵの値が１段分高感度側に変更される。
【００４５】
　ステップＳ１１８が否定判定されて進んだステップＳ１２１においては、感度自動制御
モード設定操作部材１１３により制御上限感度ＳＵが低感度側に設定されたか否かを判定
する。低感度側に設定された場合、ステップＳ１２１が肯定判定されてステップＳ１２２
へ進み、低感度側に設定されていない場合は、ステップＳ１２１が否定判定されて、制御
上限感度ＳＵの変更をせずに図２のステップＳ５へ進む。
【００４６】
　ステップＳ１２２においては、制御上限感度ＳＵの値が７であるか否か、すなわちＩＳ
Ｏ４００相当であるか否かを判定する。制御上限感度ＳＵが７の場合は、ステップＳ１２
２が肯定判定され、これ以上低感度側に設定できないので、制御上限感度ＳＵを変更せず
に図２のステップＳ５へ進む。制御上限感度ＳＵが７ではない場合は、ステップＳ１２２
が否定判定されてステップＳ１２３へ進む。ステップＳ１２３においては、制御上限感度
ＳＵの値から１を減算して新たな制御上限感度ＳＵを設定して図２のステップＳ５へ進む
。これにより、制御上限感度ＳＵの値が１段分低感度側に変更される。
【００４７】
　一方、ステップＳ１１７が否定判定されるとステップＳ１２４に進み、感度自動制御モ
ード設定部材１１３により制御下限感度ＳＤが変更されたか否かを判定する。制御下限感
度ＳＤが変更された場合は、ステップＳ１２４が肯定判定されてステップＳ１２５へ進み
、制御下限感度ＳＤが変更されていない場合は、ステップＳ１２４が否定判定されて図２
のステップＳ５へ進む。
【００４８】
　ステップＳ１２５においては、制御下限感度ＳＤが高感度側に設定されたか否かを判定
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する。制御下限感度ＳＤが高感度側に設定された場合は、ステップＳ１２５が肯定判定さ
れてステップＳ１２６へ進み、高感度側に設定されていない場合はステップＳ１２５が否
定判定されてステップＳ１２８へ進む。
【００４９】
　ステップＳ１２６においては、制御下限感度ＳＤの値が６であるか否か、すなわちＩＳ
Ｏ２００相当であるか否かを判定する。制御下限感度ＳＤが６の場合は、ステップＳ１２
６が肯定判定され、これ以上高感度側に設定できないので、制御下限感度ＳＤを変更せず
に図２のステップＳ５へ進む。制御下限感度ＳＤが６ではない場合、ステップＳ１２６が
否定判定されてステップＳ１２７へ進む。ステップＳ１２７においては、制御下限感度Ｓ
Ｄの値に１を加算し、新たな制御下限感度ＳＤを設定して図２のステップＳ５へ進む。こ
れにより、制御下限感度ＳＤの値が１段分高感度側に変更される。
【００５０】
　ステップＳ１２５が否定判定されて進んだステップＳ１２８においては、感度自動制御
モード設定操作部材１１３により制御下限感度ＳＤが低感度側に設定されたか否かを判定
する。低感度側に設定された場合、ステップＳ１２８が肯定判定されてステップＳ１２９
へ進み、低感度側に設定されていない場合は、ステップＳ１２８が否定判定されて、制御
下限感度ＳＤの変更をせずに図２のステップＳ５へ進む。
【００５１】
　ステップＳ１２９においては、制御下限感度ＳＤの値が５であるか否か、すなわちＩＳ
Ｏ１００相当であるか否かを判定する。制御下限感度ＳＤが５の場合は、ステップＳ１２
９が肯定判定され、これ以上低感度側に設定できないので、制御下限感度ＳＤを変更せず
に図２のステップＳ５へ進む。制御下限感度ＳＤが５ではない場合は、ステップＳ１２９
が否定判定されてステップＳ１３０へ進む。ステップＳ１３０においては、制御下限感度
ＳＤの値から１を減算して新たな制御下限感度ＳＤを設定して図２のステップＳ５へ進む
。これにより、制御下限感度ＳＤの値が１段分低感度側に変更される。
【００５２】
　一方、ステップＳ１１６が否定判定されると図５のステップＳ１４１へ進み、感度自動
制御モード設定操作部材１１３による操作が、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の変更操作で
あるか否かを判定する。感度自動制御モード設定操作部材１１３からの操作信号が感度変
更シャッタ速度ＴＶ０の変更を示す信号ではない場合は、ステップＳ１４１が否定判定さ
れて図２のステップＳ５へ進む。操作信号が感度変更シャッタ速度ＴＶ０の変更を示す信
号である場合は、ステップＳ１４１が肯定判定されてステップＳ１４２へ進む。
【００５３】
　ステップＳ１４２においては、感度自動制御モード設定操作部材１１３により感度変更
シャッタ速度ＴＶ０が高速側に変更されたか否かを判定する。感度変更シャッタ速度ＴＶ

０が高速側に変更された場合、ステップＳ１４２が肯定判定されてステップＳ１４３へ進
む。感度変更シャッタ速度ＴＶ０が高速側に変更されていない場合は、ステップＳ１４２
が否定判定されてステップＳ１４６へ進む。
【００５４】
　ステップＳ１４３においては、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値に１を加算し、感度変
更シャッタ速度ＴＶ０を１段分高速側に設定してステップＳ１４４へ進む。ステップＳ１
４４においては、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値が７よりも大きいか否か、すなわち１
／１２５秒よりも高速側か否かを判定する。感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値が７以下の
場合は、ステップＳ１４４が否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。感度変更シャッ
タ速度ＴＶ０の値が７よりも大きい場合は、ステップＳ１４４が肯定判定されてステップ
Ｓ１４５へ進む。ステップＳ１４５においては、感度変更シャッタ速度を１／１２５秒よ
りも高速に設定できないので、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値を７、すなわち感度変更
シャッタ速度を１／１２５秒に設定して図２のステップＳ５へ進む。
【００５５】
　ステップＳ１４２が否定判定されるとステップＳ１４６へ進み、感度自動制御モード設
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定操作部材１１３により感度変更シャッタ速度ＴＶ０が低速側に変更されたか否かを判定
する。感度変更シャッタ速度ＴＶ０が低速側に変更された場合、ステップＳ１４６が肯定
判定されてステップＳ１４７へ進む。感度変更シャッタ速度ＴＶ０が低速側に変更されて
いない場合は、ステップＳ１４６が否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。
【００５６】
　ステップＳ１４７においては、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値から１を減算し、感度
変更シャッタ速度ＴＶ０を１段分低速側に設定してステップＳ１４８へ進む。ステップＳ
１４８においては、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値が－５未満か否か、すなわち３０秒
よりも低速側か否かを判定する。感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値が－５以上の場合は、
ステップＳ１４８が否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。感度変更シャッタ速度Ｔ
Ｖ０の値が－５未満の場合は、ステップＳ１４８が肯定判定されてステップＳ１４９へ進
む。ステップＳ１４９においては、感度変更シャッタ速度を３０秒よりも低速に設定でき
ないので、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値を－５、すなわち感度変更シャッタ速度を３
０秒に設定して図２のステップＳ５へ進む。
【００５７】
　図４のステップＳ１１１が否定判定されると、図６のステップＳ１５１へ進み、ＩＳＯ
ブラケティング設定操作部材１１４によりＩＳＯブラケティングモードに関する操作が行
われたか否かを判定する。ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４から操作信号を入力
した場合は、ステップＳ１５１が肯定判定されてステップＳ１５２へ進み、操作信号を入
力しない場合は、ステップＳ１５１が否定判定されて後述する図８のステップＳ１９１へ
進む。
【００５８】
　ステップＳ１５２においては、ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４による操作が
コマ数Ｎの変更操作であるか否かを判定する。ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４
からの操作信号がコマ数Ｎの変更を示す信号ではない場合はステップＳ１５２が否定判定
されて、後述する図７ステップＳ１７１へ進み、操作信号がコマ数Ｎの変更を示す信号の
場合はステップＳ１５２が肯定判定されてステップＳ１５３へ進む。
【００５９】
　ステップＳ１５３においては、ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４によりコマ数
Ｎの増加操作がされたか否かを判定する。コマ数Ｎの増加操作がされた場合は、ステップ
Ｓ１５３が肯定判定されてステップＳ１５４へ進み、コマ数Ｎの増加操作がされていない
場合は、ステップＳ１５３が否定判定されてステップＳ１５８へ進む。
【００６０】
　ステップＳ１５４では、コマ数Ｎの値が０か否かを判定する。コマ数Ｎの値が０の場合
は、ステップＳ１５４が肯定判定されてステップＳ１５５へ進み、コマ数Ｎの値を３に設
定して後述するステップＳ１６３へ進む。コマ数Ｎの値が０ではない場合は、ステップＳ
１５４が否定判定されてステップＳ１５６へ進む。ステップＳ１５６においては、コマ数
Ｎの値が３であるか否かを判定する。コマ数Ｎの値が３以外の場合、すなわちコマ数Ｎの
値が５の場合、ステップＳ１５６が否定判定され、これ以上コマ数Ｎを増加できないので
、後述するステップＳ１６３へ進む。コマ数Ｎの値が３の場合、ステップＳ１５６が肯定
判定されてステップＳ１５７へ進む。ステップＳ１５７では、コマ数Ｎの値を５に設定し
て後述するステップＳ１６３へ進む。
【００６１】
　コマ数Ｎの増加操作が行われずステップＳ１５３が否定判定されるとステップＳ１５８
へ進み、ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４によりコマ数Ｎの減少操作がされたか
否かを判定する。コマ数Ｎの減少操作がされていない場合は、ステップＳ１５８が否定判
定されて後述するステップＳ１６３へ進む。コマ数Ｎの減少操作がされた場合、ステップ
Ｓ１５８が肯定判定されてステップＳ１５９へ進む。
【００６２】
　ステップＳ１５９では、コマ数Ｎの値が５か否かを判定する。コマ数Ｎの値が５の場合
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は、ステップＳ１５９が肯定判定されてステップＳ１６０へ進み、コマ数Ｎの値を３に設
定して後述するステップＳ１６３へ進む。コマ数Ｎの値が５ではない場合は、ステップＳ
１５９が否定判定されてステップＳ１６１へ進む。ステップＳ１６１においては、コマ数
Ｎの値が３であるか否かを判定する。コマ数Ｎの値が３以外の場合、すなわちコマ数Ｎの
値が０の場合、ステップＳ１６１が否定判定され、これ以上コマ数Ｎを減少できないので
、後述するステップＳ１６３へ進む。コマ数Ｎの値が３の場合、ステップＳ１６１が肯定
判定されてステップＳ１６２へ進む。ステップＳ１６２では、コマ数Ｎの値を０に設定し
てステップＳ１６３へ進む。
【００６３】
　ステップＳ１６３においては、コマ数Ｎの値が０であるか否かを判定する。コマ数Ｎの
値が０の場合は、ステップＳ１６３が肯定判定されてステップＳ１６４へ進む。コマ数Ｎ
の値が０以外の場合は、ステップＳ１６３が否定判定されてステップＳ１６６へ進む。
【００６４】
　ステップＳ１６４においては、コマ数Ｎの値が０なので、ＩＳＯブラケティングモード
が解除されていると判断し、フラグＢに０を設定してステップＳ１６５へ進む。ステップ
Ｓ１６５においては、ステップＳ１６４においてフラグＢを０に設定、すなわちＩＳＯブ
ラケティングモードを解除したので、ＩＳＯブラケティングカウンタｎを０にセットして
図２のステップＳ５へ進む。コマ数Ｎの値が０以外の場合は、ステップＳ１６４が否定判
定されてステップＳ１６６へ進む。ステップＳ１６６においては、コマ数Ｎの値が０以外
なので、ＩＳＯブラケティングモードが設定されていると判断し、フラグＢに１を設定し
て図２のステップＳ５へ進む。
【００６５】
　一方、ステップＳ１５２が否定判定されると、図７のステップＳ１７１へ進み、ＩＳＯ
ブラケティング設定操作部材１１４による操作が補正ステップＸの変更操作であるか否か
を判定する。ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４からの操作信号が補正ステップＸ
の変更を示す信号ではない場合はステップＳ１７１が否定判定されて、図２のステップＳ
５へ進み、操作信号が補正ステップＸの変更を示す信号の場合はステップＳ１７１が肯定
判定されてステップＳ１７２へ進む。
【００６６】
　ステップＳ１７２においては、ＩＳＯブラケティング設定操作部材１１４により補正ス
テップＸの増加操作がされたか否かを判定する。補正ステップＸの増加操作がされた場合
は、ステップＳ１７２が肯定判定されてステップＳ１７３へ進み、補正ステップＸの増加
操作がされていない場合は、ステップＳ１７２が否定判定されて後述するステップＳ１７
９へ進む。
【００６７】
　ステップＳ１７３においては、補正ステップＸの値が１／３であるか否かを判定する。
補正ステップＸの値が１／３の場合は、ステップＳ１７３が肯定判定されてステップＳ１
７４へ進み、補正ステップＸの値を１／２に設定して図２のステップＳ５へ進む。補正ス
テップＸの値が１／３ではない場合は、ステップＳ１７３が否定判定されてステップＳ１
７５へ進む。
【００６８】
　ステップＳ１７５においては、補正ステップＸの値が１／２であるか否かを判定する。
補正ステップＸの値が１／２の場合、ステップＳ１７５が肯定判定されてステップＳ１７
６へ進み、補正ステップＸの値を２／３に設定して図２のステップＳ５へ進む。補正ステ
ップＸの値が１／２ではない場合、ステップＳ１７５が否定判定されてステップＳ１７７
へ進む。
【００６９】
　ステップＳ１７７においては、補正ステップＸの値が２／３であるか否かを判定する。
補正ステップＸの値が２／３以外の場合、すなわち補正ステップＸの値が１の場合、ステ
ップＳ１７７が否定判定されて、これ以上補正ステップＸの値を増加できないので、補正
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ステップＸの値を変更せず図２のステップＳ５へ進む。補正ステップＸの値が２／３の場
合、ステップＳ１７７が肯定判定されてステップＳ１７８へ進む。ステップＳ１７８にお
いては、補正ステップＸの値を１に設定して図２のステップＳ５へ進む。
【００７０】
　ステップＳ１７２が否定判定されて進んだステップＳ１７９においては、ＩＳＯブラケ
ティング設定操作部材１１４により補正ステップＸの減少操作がされたか否かを判定する
。補正ステップＸの減少操作がされた場合は、ステップＳ１７９肯定判定されてステップ
Ｓ１８０へ進み、補正ステップＸの減少操作がされていない場合は、ステップＳ１７９が
否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。
【００７１】
　ステップＳ１８０においては、補正ステップＸの値が１であるか否かを判定する。補正
ステップＸの値が１の場合は、ステップＳ１８０が肯定判定されてステップＳ１８１へ進
み、補正ステップＸの値を２／３に設定して図２のステップＳ５へ進む。補正ステップＸ
の値が１以外の場合、ステップＳ１８０が否定判定されてステップＳ１８２へ進む。
【００７２】
　ステップＳ１８２においては、補正ステップＸの値が２／３であるか否かを判定する。
補正ステップＸの値が２／３の場合、ステップＳ１８２が肯定判定されてステップＳ１８
３へ進み、補正ステップＸの値を１／２に設定して図２のステップＳ５へ進む。補正ステ
ップＸの値が２／３以外の場合、ステップＳ１８２が否定判定されてステップＳ１８４へ
進む。
【００７３】
　ステップＳ１８４においては、補正ステップＸの値が１／２であるか否かを判定する。
補正ステップＸの値が１／２の場合、ステップＳ１８４が肯定判定されてステップＳ１８
５へ進み、補正ステップＸの値を１／３に設定して図２のステップＳ５へ進む。補正ステ
ップＸの値が１／２以外の場合、すなわち補正ステップＸの値が１／３の場合、ステップ
Ｓ１８４が否定判定されて、これ以上補正ステップＸの値を減少できないので、補正ステ
ップＸの値を変更せず図２のステップＳ５へ進む。
【００７４】
　図６のステップＳ１５１が否定判定された場合、すなわちＩＳＯブラケティング設定操
作部材１１４によりＩＳＯブラケティングモードに関する操作が行われていない場合、図
８のステップＳ１９１へ進み、感度設定操作部材１１５により感度設定変更操作が行われ
たか否かを判定する。感度設定操作部材１１５から操作信号を入力した場合、ステップＳ
１９１が肯定判定されてステップＳ１９２へ進み、操作信号を入力しない場合、ステップ
Ｓ１９１が否定判定されて後述するステップＳ１９８へ進む。
【００７５】
　ステップＳ１９２においては、感度設定操作部材１１５により感度増加操作がされたか
否かを判定する。感度増加操作がされた場合は、ステップＳ１９２が肯定判定されてステ
ップＳ１９３へ進む。感度増加操作がされていない場合は、ステップＳ１９２が否定判定
されて後述するステップＳ１９５へ進む。
【００７６】
　ステップＳ１９３においては、設定感度ＳＶｓの値が１１であるか否か、すなわちＩＳ
Ｏ６４００相当であるか否かを判定する。設定感度ＳＶｓの値が１１の場合は、ステップ
Ｓ１９３が肯定判定され、これ以上高感度側に設定できないので、撮像感度を変更せずに
図２のステップＳ５へ進む。設定感度ＳＶｓの値が１１ではない場合は、ステップＳ１９
３が否定判定されてステップＳ１９４へ進む。ステップＳ１９４においては、設定感度Ｓ
Ｖｓの値に１／３を加算し、新たな設定感度ＳＶｓを設定して図２のステップＳ５へ進む
。これにより、設定感度ＳＶｓの値が１／３段分高感度側に変更される。
【００７７】
　ステップＳ１９２が否定判定されて進んだステップＳ１９５においては、感度設定操作
部材１１５により設定感度ＳＶｓが低感度側に設定されたか否かを判定する。低感度側に
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設定された場合は、ステップＳ１９５が肯定判定されてステップＳ１９６へ進み、低感度
側に設定されていない場合はステップＳ１９５が否定判定され、設定感度ＳＶｓの変更を
せずに図２のステップＳ５へ進む。
【００７８】
　ステップＳ１９６においては、設定感度ＳＶｓの値が５であるか否か、すなわちＩＳＯ
１００相当であるか否かを判定する。設定感度ＳＶｓの値が５の場合は、ステップＳ１９
６が肯定判定され、これ以上低感度側に設定できないので、撮像感度を変更せずに図２の
ステップＳ５へ進む。設定感度ＳＶｓの値が５ではない場合は、ステップＳ１９６が否定
判定されてステップＳ１９７へ進む。ステップＳ１９７においては、設定感度ＳＶｓの値
から１／３を減算して新たな設定感度ＳＶｓを設定して図２のステップＳ５へ進む。これ
により、設定感度ＳＶｓの値が１／３段分低感度側に変更される。
【００７９】
　ステップＳ１９１が否定判定されて進んだステップＳ１９８においては、露出モード設
定操作部材１１０により露出モードの変更操作が行われたか否かを判定する。露出モード
設定操作部材１１０から操作信号が入力された場合、ステップＳ１９８が肯定判定されて
ステップＳ１９９へ進む。露出モード設定操作部材１１０から操作信号が入力されない場
合、ステップＳ１９８が否定判定されて、後述する図９のステップＳ２１１へ進む。
【００８０】
　ステップＳ１９９においては、モードパラメータＭｐの値が４、すなわちマニュアル露
出モード（Ｍモード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が４以外の場
合、ステップＳ１９９が否定判定されてステップＳ２００へ進み、モードパラメータＭｐ
の値に１を加算して図２のステップＳ５へ進む。モードパラメータＭｐの値が４の場合、
ステップＳ１９９が肯定判定されてステップＳ２０１へ進み、モードパラメータＭｐの値
を１に設定して図２のステップＳ５へ進む。これにより、露出モード設定操作部材１１０
を操作するごとに、露出モードがＰモード→Ｓモード→Ａモード→Ｍモード→Ｐモード→
・・・のようにサイクリックに変更される。
【００８１】
　図８のステップＳ１９８が否定判定さると図９のステップＳ２１１へ進み、モードパラ
メータＭｐの値が２、すなわち露出モードがシャッタ速度優先自動露出制御モード（Ｓモ
ード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が２の場合、ステップＳ２１
１が肯定判定されてステップＳ２１３へ進み、モードパラメータＭｐの値が２以外の場合
、ステップＳ２１１が否定判定されてステップＳ２１２へ進む。ステップＳ２１２におい
ては、モードパラメータＭｐの値が４、すなわち露出モードがマニュアル露出モード（Ｍ
モード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が４の場合、ステップＳ２
１２が肯定判定されてステップＳ２１３へ進み、モードパラメータＭｐの値が４以外の場
合、ステップＳ２１２が否定判定されて後述するステップＳ２２０へ進む。
【００８２】
　ステップＳ２１３において、シャッタ速度設定部材１１１により設定シャッタ速度ＴＶ
ｓが変更されたか否かを判定する。設定シャッタ速度ＴＶｓが変更されていない場合はス
テップＳ２１３が否定判定されて後述するステップＳ２２０へ進み、設定シャッタ速度Ｔ
Ｖｓが変更されている場合はステップＳ２１３が肯定判定されてステップＳ２１４へ進む
。ステップＳ２１４においては、ステップＳ２１３における設定シャッタ速度ＴＶｓの変
更はシャッタ速度を高速側に設定する変更であるか否かを判定する。設定シャッタ速度Ｔ
Ｖｓが高速側に変更された場合はステップＳ２１４が肯定判定されてステップＳ２１５へ
進み、設定シャッタ速度ＴＶｓが高速側に変更されていない場合はステップＳ２１４が否
定判定されてステップＳ２１７へ進む。
【００８３】
　ステップＳ２１５においては、ステップＳ２１４で設定した設定シャッタ速度ＴＶＳの
値が１２、すなわちシャッタ速度が１／４０００秒か否かを判定する。設定シャッタ速度
ＴＶＳの値が１２の場合はステップＳ２１５が肯定判定され、設定シャッタ速度ＴＶＳを
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これ以上高速に設定できないので、設定シャッタ速度ＴＶＳの変更をせずに図２のステッ
プＳ５へ進む。設定シャッタ速度ＴＶＳの値が１２以外の場合、ステップＳ２１５が否定
判定されてステップＳ２１６へ進む。ステップＳ２１６においては、設定シャッタ速度Ｔ
Ｖｓの値に１を加算して図２のステップＳ５へ進む。これにより、設定シャッタ速度ＴＶ
ｓの値が１段分高速側に設定される。
【００８４】
　ステップＳ２１４が否定判定されて進んだステップＳ２１７においては、ステップＳ２
１３における設定シャッタ速度ＴＶｓの変更がシャッタ速度を低速側に設定する変更であ
るか否かを判定する。設定シャッタ速度ＴＶｓが低速側に設定されない場合、すなわち設
定シャッタ速度ＴＶｓの変更がない場合は、ステップＳ２１７が否定判定されて図２のス
テップＳ５へ進む。設定シャッタ速度ＴＶｓが低速側に設定された場合は、ステップＳ２
１７が肯定判定されてステップＳ２１８へ進む。
【００８５】
　ステップＳ２１８においては、ステップＳ２１７で設定した設定シャッタ速度ＴＶＳの
値が－５、すなわちシャッタ速度が３０秒か否かを判定する。設定シャッタ速度ＴＶＳの
値が－５の場合はステップＳ２１８が肯定判定され、設定シャッタ速度ＴＶＳをこれ以上
低速に設定できないので、設定シャッタ速度ＴＶＳの変更をせずに図２のステップＳ５へ
進む。設定シャッタ速度ＴＶＳの値が－５以外の場合、ステップＳ２１８が否定判定され
てステップＳ２１９へ進む。ステップＳ２１９においては、設定シャッタ速度ＴＶｓの値
から１を減算して図２のステップＳ５へ進む。これにより、設定シャッタ速度ＴＶｓの値
が１段分低速側に設定される。
【００８６】
　ステップＳ２１２、もしくはステップＳ２１３が否定判定されて進んだステップＳ２２
０においては、モードパラメータＭｐの値が３、すなわち露出モードが絞り優先自動露出
制御モード（Ａモード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が３の場合
、ステップＳ２２０が肯定判定されてステップＳ２２２へ進み、モードパラメータＭｐの
値が３以外の場合、ステップＳ２２０が否定判定されてステップＳ２２１へ進む。ステッ
プＳ２２１においては、モードパラメータＭｐの値が４、すなわち露出モードがマニュア
ル露出モード（Ｍモード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が４以外
の場合、ステップＳ２２１が否定判定されて図２のステップＳ５へ進み、モードパラメー
タＭｐの値が４の場合、ステップＳ２２１が肯定判定されてステップＳ２２２へ進む。
【００８７】
　ステップＳ２２２において、絞り設定操作部材１１２により設定絞り値ＡＶｓが変更さ
れたか否かを判定する。設定絞り値ＡＶｓが変更された場合はステップＳ２２２が肯定判
定されてステップＳ２２３へ進み、設定絞り値ＡＶｓが変更されていない場合はステップ
Ｓ２２２が否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。
【００８８】
　ステップＳ２２３においては、ステップＳ２２２における設定絞り値ＡＶｓの変更が絞
り径を低減する変更、すなわち絞り値を大きくする変更であるか否かを判定する。絞り径
を低減する変更である場合はステップＳ２２３が肯定判定されてステップＳ２２４へ進み
、絞り径を低減する変更でない場合はステップＳ２２３が否定判定されてステップＳ２２
７へ進む。
【００８９】
　ステップＳ２２４において、設定絞り値ＡＶｓの値に１を加算してステップＳ２２５へ
進む。これにより、絞り径が１段小さくなるように設定絞り値ＡＶｓが設定される。ステ
ップＳ２２５においては、設定絞り値ＡＶｓの値が最小口径絞り値ＡＶＭより大きいか否
かを判定する。設定絞り値ＡＶｓの値が最小口径絞り値ＡＶＭの値よりも大きい場合は、
ステップＳ２２５が肯定判定されてステップＳ２２６へ進む。ステップＳ２２６では、最
小口径絞り値ＡＶＭの値よりも設定絞り値ＡＶｓの値を大きく設定できないので、設定絞
り値ＡＶｓの値に最小口径絞り値ＡＶＭの値を設定して図２のステップＳ５へ進む。設定
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絞り値ＡＶｓの値が最小口径絞り値ＡＶＭの値以下の場合は、ステップＳ２２５が否定判
定されて図２のステップＳ５へ進む。
【００９０】
　ステップＳ２２３が否定判定されて進んだステップＳ２２７においては、ステップＳ２
２２における設定絞り値ＡＶｓの変更が絞り径を増大する変更、すなわち絞り値を小さく
する変更であるか否かを判定する。絞り径を増大する変更である場合はステップＳ２２７
が肯定判定されてステップＳ２２８へ進み、絞り径を増大する変更でない場合はステップ
Ｓ２２７が否定判定されて図２のステップＳ５へ進む。
【００９１】
　ステップＳ２２８において、設定絞り値ＡＶｓの値から１を減算してステップＳ２２９
へ進む。これによって、絞り径が１段分大きくなるように設定絞り値ＡＶｓが設定される
。ステップＳ２２９においては、設定絞り値ＡＶｓの値が開放絞り値ＡＶ０の値未満か否
かを判定する。設定絞り値ＡＶｓの値が開放絞り値ＡＶ０の値未満の場合は、ステップＳ
２２９が肯定判定されてステップＳ２３０へ進む。ステップＳ２３０では、開放絞り値Ａ
Ｖ０の値よりも設定絞りＡＶｓの値を小さく設定できないので、設定絞り値ＡＶｓの値に
開放絞り値ＡＶ０の値を設定して図２のステップＳ５へ進む。設定絞り値ＡＶｓの値が開
放絞り値ＡＶ０の値以上の場合は、ステップＳ２２９が否定判定されて図２のステップＳ
５へ進む。
【００９２】
（露出演算処理）
　図２のステップＳ５における露出演算処理の詳細について、図１０～図１３のフローチ
ャートを参照して説明する。図１０のステップＳ２３１においては、ＩＳＯブラケティン
グモードが設定されているか否かを判定する。フラグＢに１が設定されている場合、すな
わちＩＳＯブラケティングモードが設定されている場合、ステップＳ２３１が肯定判定さ
れてステップＳ２３２へ進む。フラグＢに０が設定されている場合、すなわちＩＳＯブラ
ケティングモードが設定されていない場合、ステップＳ２３１が否定判定されて、後述す
るステップＳ２４１へ進む。
【００９３】
　ステップＳ２３２においては、感度自動制御モードが設定されているか否かを判定する
。フラグＳに１が設定されている場合、すなわち感度自動制御モードが設定されている場
合、ステップＳ２３２が肯定判定されてステップＳ２３３へ進む。フラグＳに０が設定さ
れている場合、すなわち感度自動制御モードが設定されていない場合、ステップＳ２３２
が否定判定されて後述するステップＳ２４１へ進む。
【００９４】
　ステップＳ２３３においては、ＩＳＯブラケティングモードによる撮影が開始されてい
るか否かを判定する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が２以上の場合、すなわちＩ
ＳＯブラケティングモードによる撮影が開始されている場合、ステップＳ２３３が肯定判
定されて、後述する図１１のステップＳ２７７へ進む。ＩＳＯブラケティングカウンタｎ
の値が１の場合、すなわちＩＳＯブラケティングモードによる撮影が開始されていない場
合、ステップＳ２３３が否定判定されてステップＳ２４１へ進む。ステップＳ２４１にお
いて、適正露出となる露出値ＥＶを以下の式（１）を用いて算出し、ステップＳ２４２へ
進む。
ＥＶ＝ＢＶ＋ＳＶＳ　・・・（１）
【００９５】
ステップＳ２４２においては、モードパラメータＭｐの値が１、すなわち露出モードがプ
ログラム自動露出制御モード（Ｐモード）であるか否かを判定する。モードパラメータＭ
ｐの値が１の場合は、ステップＳ２４２が肯定判定されてステップＳ２４３へ進み、モー
ドパラメータＭｐの値が１以外の場合、ステップＳ２４２が否定判定されて後述する図１
３のステップＳ３３１へ進む。
【００９６】
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　ステップＳ２４３においては、制御絞り値ＡＶＣの値を（ＥＶ／２－１）に設定してス
テップＳ２４４へ進む。ステップＳ２４４においては、ステップＳ２４３で設定した制御
絞り値ＡＶＣの値が開放絞り値ＡＶ０の値未満か、すなわち絞り口径が開放絞り口径より
大きいか否かを判定する。制御絞り値ＡＶＣの値が開放絞り値ＡＶ０の値未満の場合、ス
テップＳ２４４が肯定判定されてステップＳ２４５へ進み、制御絞り値ＡＶＣの値を開放
絞り値ＡＶ０に設定してステップＳ２４８へ進む。制御絞り値ＡＶＣの値が開放絞り値Ａ
Ｖ０の値以上の場合、ステップＳ２４４が否定判定されてステップＳ２４６へ進む。
【００９７】
　ステップＳ２４６では、制御絞り値ＡＶＣの値が最小口径絞り値ＡＶＭの値よりも大き
いか、すなわち絞り口径が最小絞り口径より小さいか否かを判定する。制御絞り値ＡＶＣ

の値が最小口径絞り値ＡＶＭの値よりも大きい場合、ステップＳ２４６が肯定判定されて
ステップＳ２４７へ進み、制御絞り値ＡＶＣの値を最小口径絞り値ＡＶＭの値に設定して
ステップＳ２４８へ進む。制御絞り値ＡＶＣの値が最小口径絞り値ＡＶＭの値以下の場合
、ステップＳ２４６が否定判定されてステップＳ２４８へ進む。これにより、制御絞り値
ＡＶＣの値が開放絞り値ＡＶ０の値、もしくは最小口径絞り値ＡＶＭの値を超える場合に
は、開放絞り値ＡＶ０の値、もしくは最小口径絞り値ＡＶＭの値に絞り値を制限すること
ができる。
【００９８】
　ステップＳ２４８においては、以下の式（２）に示すように、制御絞りパルス数Ｐｃを
絞り込み段数（ＡＶｃ－ＡＶ０）の関数ｆとして算出して、ステップＳ２４９へ進む。
Ｐｃ＝ｆ（ＡＶｃ－ＡＶ０）　・・・（２）
【００９９】
　なお、絞りの絞り込み段数と、絞り位置検出装置１１６が検出する検出絞りパルス数と
は基本的には比例関係であるが、絞り開放付近において絞り検出装置１１６が出力する検
出絞りパスル数は増加する。そのために、本実施の形態では、制御絞りパルス数Ｐｃを絞
り込み段数（ＡＶｃ－ＡＶ０）の関数として算出している。
【０１００】
　ステップＳ２４９においては、ステップＳ２４１で算出した露出値ＥＶから設定絞り値
ＡＶＣを減算した値（ＥＶ－ＡＶＣ）を制御シャッタ速度ＴＶｃとして設定してステップ
Ｓ２５０へ進む。ステップＳ２５０においては、感度自動制御モード設定フラグＳが１で
あるか否かを判定する。フラグＳが０（感度自動制御モード解除）の場合はステップＳ２
５０が否定判定されて図１２のステップＳ２９１へ進み、フラグＳが１（感度自動制御モ
ード設定）の場合はステップＳ２５０が肯定判定されてステップＳ２５１へ進む。
【０１０１】
　ステップＳ２５１においては、制御シャッタ速度ＴＶＣの値が感度変更シャッタ速度Ｔ
Ｖ０の値よりも小さいか否かを判定する。制御シャッタ速度ＴＶＣの値が感度変更シャッ
タ速度ＴＶ０の値以上の場合、ステップＳ２５１が否定判定されて後述するステップＳ２
５５へ進み、制御シャッタ速度ＴＶＣの値が感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値よりも小さ
い場合、ステップＳ２５１が肯定判定されてステップＳ２５２へ進む。
【０１０２】
　ステップＳ２５２においては、感度変更シャッタ速度ＴＶ０の値から制御シャッタ速度
ＴＶＣの値を減算してシャッタ速度差ΔＴＶの値を算出してステップＳ２５３へ進む。ス
テップＳ２５３においては、制御シャッタ速度ＴＶＣの値に感度変更シャッタ速度ＴＶ０

の値を代入してステップＳ２５４へ進む。ステップＳ２５４においては、設定感度ＳＶＳ

の値にシャッタ速度差ΔＴＶの値を加算した値を制御感度ＳＶＣとして設定し、後述する
図１１のステップＳ２６１へ進む。
【０１０３】
　ステップＳ２５１が否定判定されるとステップＳ２５５に進み、制御シャッタ速度ＴＶ

Ｃの値が１２より大きいか、すなわち制御シャッタ速度が１／４０００秒よりも高速か否
かを判定する。制御シャッタ速度ＴＶＣの値が１２より大きい場合は、ステップＳ２５５
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が肯定判定されてステップＳ２５６へ進み、制御シャッタ速度ＴＶＣの値が１２以下の場
合はステップＳ２５５が否定判定されてステップＳ２５８へ進む。
【０１０４】
　ステップＳ２５６においては、１２から制御シャッタ速度ＴＶＣの値を減算した値をシ
ャッタ速度差ΔＴＶとして設定してステップＳ２５７へ進む。ステップＳ２５７において
は、制御シャッタ速度ＴＶＣの値を１２に設定して、上述したステップＳ２５４へ進む。
一方、ステップＳ２５８においては、シャッタ速度差ΔＴＶの値を０に設定して、上記の
ステップＳ２５４へ進む。これにより、制御感度ＳＶＣの値を、設定感度ＳＶＳの値にシ
ャッタ速度差ΔＴＶの値を加算した値として設定できる。なお、制御シャッタ速度ＴＶＣ

の値とシャッタ速度差ΔＴＶの値との関係は以下の通りである。
（１）ＴＶ０≦ＴＶＣ≦１２の場合、シャッタ速度差ΔＴＶ＝０
（２）ＴＶＣ＜ＴＶ０の場合、シャッタ速度差ΔＴＶ＝ＴＶ０－ＴＶＣ

（３）ＴＶＣ＞１２の場合、シャッタ速度差ΔＴＶ＝１２－ＴＶＣ

【０１０５】
　ステップＳ２５４から進んだ図１１のステップＳ２６１においては、制御感度ＳＶＣの
値が制御上限感度ＳＵの値より大きいか否かを判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御上限
感度ＳＵの値以下の場合は、ステップＳ２６１が否定判定されてステップＳ２６５へ進み
、制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度ＳＵの値よりも大きい場合は、ステップＳ２６１が
肯定判定されてステップＳ２６２へ進む。ステップＳ２６２においては、制御感度ＳＶＣ

の値から制御上限感度ＳＵの値を減算した値を感度差ΔＳＶの値として算出してステップ
Ｓ２６３へ進む。ステップＳ２６３においては、制御感度ＳＶＣの値に制御上限感度ＳＵ
の値を代入してステップＳ２６４へ進む。ステップＳ２６４においては、制御シャッタ速
度ＴＶＣの値から感度差ΔＳＶの値を減算した値を制御シャッタ速度ＴＶＣの値として設
定して後述するステップＳ２６８へ進む。
【０１０６】
　ステップＳ２６１が否定判定されるとステップＳ２６５へ進み、制御感度ＳＶＣの値が
制御下限感度ＳＤの値未満か否かを判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの
値以上の場合、ステップＳ２６５が否定判定されて後述するステップＳ２６８へ進み、制
御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値未満の場合、ステップＳ２６５が肯定判定され
てステップＳ２６６へ進む。ステップＳ２６６においては、制御感度ＳＶＣの値から制御
下限感度ＳＤの値を減算した値を感度差ΔＳＶの値として算出してステップＳ２６７へ進
む。ステップＳ２６７においては、制御感度ＳＶＣの値に制御下限感度ＳＤの値を代入し
て上述したステップＳ２６４へ進む。
【０１０７】
　ステップＳ２６４から進んだステップＳ２６８においては、制御シャッタ速度ＴＶＣの
値が－５より小さいか、すなわちシャッタ速度が３０秒よりも低速か否かを判定する。制
御シャッタ速度ＴＶＣの値が－５以上の場合は、ステップＳ２６８が否定判定されてステ
ップＳ２７０へ進み、制御シャッタ速度ＴＶＣの値が－５よりも小さい場合は、ステップ
Ｓ２６８が肯定判定されてステップＳ２６９へ進む。ステップＳ２６９においては、制御
シャッタ速度ＴＶＣの値に－５を設定して後述するステップＳ２７２へ進む。
【０１０８】
　ステップＳ２６８が否定判定されるとステップＳ２７０へ進み、制御シャッタ速度ＴＶ

Ｃの値が１２より大きいか、すなわちシャッタ速度が１／４０００秒より高速か否かを判
定する。制御シャッタ速度ＴＶＣの値が１２より大きい場合、ステップＳ２７０が肯定判
定されてステップＳ２７１へ進み、制御シャッタ速度ＴＶＣの値に１２を設定してステッ
プＳ２７２へ進む。制御シャッタ速度ＴＶＣの値が１２以下の場合、ステップＳ２７０が
否定判定されてステップＳ２７２へ進む。これにより、制御感度ＳＶＣの値に応じて、制
御シャッタ速度ＴＶＣの値を－５≦ＴＶＣ≦１２の範囲内で設定できる。
【０１０９】
　ステップＳ２７２においては、制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが等しいか
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否かを判定する。制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが等しい場合、ステップＳ
２７２が肯定判定されてステップＳ２７３へ進み、感度変更フラグＣを０に設定してステ
ップＳ２７５へ進む。制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが異なる場合、ステッ
プＳ２７２が否定判定されてステップＳ２７４へ進み、感度変更フラグＣを１に設定して
ステップＳ２７５へ進む。なお、感度変更フラグＣは、感度の変更の有無を示すフラグで
あり、制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが異なり、感度が変更された場合に１
が設定され、制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが等しく、感度が変更されない
場合に０が設定される。
【０１１０】
　ステップＳ２７５においては、ＩＳＯブラケティングモード設定フラグＢが１に設定さ
れているか否かを判定する。フラグＢが１に設定されている場合、すなわちＩＳＯブラケ
ティングモードが設定されている場合、ステップＳ２７５が肯定判定されてステップＳ２
７６へ進む。フラグＢが０に設定されている場合、すなわちＩＳＯブラケティングモード
が設定されていない場合、ステップＳ２７５が否定判定されて図２のステップＳ７へ進む
。
【０１１１】
　ステップＳ２７６においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１か否かを判定
する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１の場合、すなわちＩＳＯブラケティング
モードにおける１コマ目の露出演算の場合、ステップＳ２７６が肯定判定されて図２のス
テップＳ７へ進む。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１以外の場合、すなわちＩＳ
Ｏブラケティングモードにおける２コマ目以降の露出演算の場合、ステップＳ２７６が否
定判定されてステップＳ２７７へ進む。
【０１１２】
　ステップＳ２７７においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が２か否かを判定
する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が２の場合、すなわちＩＳＯブラケティング
モードにおける２コマ目の露出演算の場合、ステップＳ２７７が肯定判定されてステップ
Ｓ２７８へ進む。ステップＳ２７８においては、制御感度ＳＶＣの値から補正ステップＸ
の値を減算した値を新たな制御感度ＳＶＣに設定して後述するステップＳ２８４へ進む。
ＩＳＯブラケティングモードカウンタｎの値が２以外の場合、ステップＳ２７７が否定判
定されてステップＳ２７９へ進む。
【０１１３】
　ステップＳ２７９においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が３、すなわちＩ
ＳＯブラケティングモードにおける３コマ目の露出演算であるか否かを判定する。ＩＳＯ
ブラケティングカウンタｎの値が３の場合、ステップＳ２７９が肯定判定されてステップ
Ｓ２８０へ進み、制御感度ＳＶＣの値から補正ステップＸの値を減算した値を新たな制御
感度ＳＶＣに設定して後述するステップＳ２８４へ進む。ＩＳＯブラケティングカウンタ
ｎの値が３以外の場合、ステップＳ２７９が否定判定されてステップＳ２８１へ進む。
【０１１４】
　ステップＳ２８１においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が４であるか否か
を判定する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が４の場合、すなわちＩＳＯブラケテ
ィングモードにおける４コマ目の露出演算の場合、ステップＳ２８１が肯定判定されてス
テップＳ２８２へ進む。ステップＳ２８２においては、制御感度ＳＶＣの値から補正ステ
ップＸの値を２倍した値を減算し、新たな制御感度ＳＶＣを設定して後述するステップＳ
２８４へ進む。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が４以外の場合、すなわちＩＳＯブ
ラケティングモードにおける５コマ目の露出演算の場合、ステップＳ２８１が否定判定さ
れてステップＳ２８３へ進む。ステップＳ２８３においては、制御感度ＳＶＣの値に補正
ステップＸの値を２倍した値を加算し、新たな制御感度ＳＶＣを設定してステップＳ２８
４へ進む。
【０１１５】
　ステップＳ２８４においては、制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度ＳＵの値より大きい
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か否かを判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度ＳＵの値より大きい場合、ステッ
プＳ２８４が肯定判定されてステップＳ２８５へ進み、制御感度ＳＶＣの値に制御上限感
度ＳＵの値を代入して図２のステップＳ７へ進む。制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度Ｓ
Ｕの値以下の場合、ステップＳ２８４が否定判定されてステップＳ２８６へ進む。
【０１１６】
　ステップＳ２８６においては、制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値未満か否か
を判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値未満の場合、ステップＳ２８６
が肯定判定されてステップＳ２８７へ進み、制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値
以上の場合、ステップＳ２８６が否定判定されて図２のステップＳ７へ進む。ステップＳ
２８７においては、制御感度ＳＶＣの値に制御下限感度ＳＤの値を代入して図２のステッ
プＳ７へ進む。
【０１１７】
　上述したステップＳ２７５～ステップＳ２８７での処理により、ＩＳＯブラケティング
モードでの２コマ目以降の撮影における制御感度ＳＶＣの値が以下のように設定される。
（１）２コマ目の場合、制御感度ＳＶＣの値をＳＶＣ－Ｘに設定
（２）３コマ目の場合、制御感度ＳＶＣの値をＳＶＣ＋Ｘに設定
（３）４コマ目の場合、制御感度ＳＶＣの値をＳＶＣ－２・Ｘに設定
（４）５コマ目の場合、制御感度ＳＶＣの値をＳＶＣ＋２・Ｘに設定
【０１１８】
　また、上記のように設定された制御感度ＳＶＣの値は、制御下限感度ＳＤの値および制
御上限感度ＳＵの値に応じて、以下のように設定される。
（１）ＳＤ≦ＳＶＣ≦ＳＵの場合、制御感度ＳＶＣの値を変更しない
（２）ＳＵ＜ＳＶＣの場合、制御感度ＳＶＣの値を制御上限感度ＳＵの値に設定
（３）ＳＶＣ＜ＳＤの場合、制御感度ＳＶＣの値を制御下限感度ＳＤの値に設定
【０１１９】
　一方、上述した図１０のステップＳ２５０が否定判定されると図１２のステップＳ２９
１へ進む。ステップＳ２９１（フラグＢの値判定）からステップＳ２９９（ＩＳＯブラケ
ティングモードにおける５コマ目の制御感度設定）までの各処理は、図１１のステップＳ
２７５（フラグＢの値判定）からステップＳ２８３（ＩＳＯブラケティングモードにおけ
る５コマ目の制御感度設定）までの各処理と同様の処理を行い、図２のステップＳ７へ進
む。
【０１２０】
　図１０のステップＳ２４２が否定判定されると図１３のステップＳ３１１へ進み、モー
ドパラメータＭｐの値が２であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が２の場
合、すなわち露出モードがシャッタ速度優先自動露出制御モード（Ｓモード）の場合、ス
テップＳ３１１が肯定判定されてステップＳ３１２へ進む。モードパラメータＭｐの値が
２以外の場合、すなわち露出モードがＳモード以外の場合、ステップＳ３１１が否定判定
されて後述するステップＳ３１８へ進む。
【０１２１】
　ステップＳ３１２においては、設定シャッタ速度ＴＶＳの値を制御シャッタ速度ＴＶＣ

の値に設定してステップＳ３１３へ進む。ステップＳ３１３においては、適正露出となる
絞り値を演算してステップＳ３１４へ進む。具体的には、ステップＳ２４１で算出した露
出値ＥＶの値から制御シャッタ速度ＴＶＣの値を減算した値を制御絞り値ＡＶＣの値とす
る。
【０１２２】
　ステップＳ３１４においては、ステップＳ３１３で算出した制御絞り値ＡＶＣの値が開
放絞り値ＡＶ０の値未満か否かを判定する。制御絞り値ＡＶＣの値が開放絞り値ＡＶ０の
値未満の場合、ステップＳ３１４が肯定判定されてステップＳ３１５へ進み、制御絞り値
ＡＶＣの値を開放絞り値ＡＶ０の値に設定して後述するステップＳ３２３へ進む。制御絞
り値ＡＶＣの値が開放絞り値ＡＶ０の値以上の場合、ステップＳ３１４が否定判定されて
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ステップＳ３１６へ進む。
【０１２３】
　ステップＳ３１６においては、ステップＳ３１３で算出した制御絞り値ＡＶＣの値が最
小口径絞り値ＡＶＭの値よりも大きいか否かを判定する。制御絞り値ＡＶＣの値が最小口
径絞り値ＡＶＭの値より大きい場合、すなわち絞り値が最大絞り値を超えている場合、ス
テップＳ３１６が肯定判定されてステップＳ３１７へ進む。ステップＳ３１７においては
、制御絞り値ＡＶＣの値を最小口径絞り値ＡＶＭの値に設定して後述するステップＳ３２
３へ進む。制御絞り値ＡＶＣの値が最小口径絞り値ＡＶＭの値以下の場合、ステップＳ３
１６が否定判定されて後述するステップＳ３２３へ進む。これにより、制御絞り値ＡＶＣ

の値を、最上限の絞り値である最小口径絞り値ＡＶＭの値と、最下限の絞り値である開放
絞り値ＡＶ０の値の範囲内に制限できる。
【０１２４】
　ステップＳ３１１が否定判定されてステップＳ３１８へ進むと、モードパラメータＭｐ
の値が３であるか否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が３の場合、すなわち露出
モードが絞り優先自動露出制御モード（Ａモード）の場合、ステップＳ３１８が肯定判定
されてステップＳ３１９へ進む。ステップＳ３１９においては、設定絞り値ＡＶＳの値を
制御絞り値ＡＶＣの値に設定して、上述した図１０のステップＳ２４８へ進む。モードパ
ラメータＭｐの値が３以外の場合、すなわち露出モードがマニュアル露出モード（Ｍモー
ド）の場合、ステップＳ３１８が否定判定されてステップＳ３２０へ進む。
【０１２５】
　ステップＳ３２０においては、制御シャッタ速度ＴＶＣの値に設定シャッタ速度ＴＶＳ

の値を代入してステップＳ３２１へ進む。ステップＳ３２１においては、制御絞り値ＡＶ

Ｃの値に設定絞り値ＡＶＳの値を設定してステップＳ３２２へ進む。ステップＳ３２２に
おいては、設定シャッタ速度ＴＶＳの値に設定絞り値ＡＶＳの値を加算した設定露出値の
値と、ステップＳ２４１で算出した適正露出ＥＶの値とに基づいて、以下の式（３）を用
いて露出差ΔＥＶの値を算出してステップＳ３２３へ進む。
ΔＥＶ＝ＡＶＳ＋ＴＶＳ－ＥＶ　・・・（３）
【０１２６】
ステップＳ３２３においては、ステップＳ２４８と同様にして、上述した式（２）を用い
て、制御絞りパルス数Ｐｃを絞り込み段数（ＡＶｃ－ＡＶ０）の関数ｆとして算出して、
ステップＳ３２４へ進む。ステップＳ３２４においては、感度自動制御モードが設定され
ているか否かを判定する。感度自動制御モード設定フラグＳが１に設定されている場合、
ステップＳ３２４が肯定判定されてステップＳ３２５へ進む。感度自動制御モード設定フ
ラグＳが０に設定されている場合、すなわち感度自動制御モードが設定されていない場合
、ステップＳ３２４が否定判定されて、上述した図１２のステップＳ２９１へ進む。
【０１２７】
　ステップＳ３２５においては、制御露出（ＡＶＣ＋ＴＶＣ）と適正露出ＥＶとの露出偏
差ΔＥＶを、以下の式（４）を用いて算出してステップＳ３２６へ進む。
ΔＥＶ＝ＡＶＣ＋ＴＶＣ－ＥＶ　・・・（４）
【０１２８】
　ステップＳ３２６においては、ステップＳ３２５で算出した露出偏差ΔＥＶの値の絶対
値｜ΔＥＶ｜が所定値δ未満か否かを判定する。所定値δ以上の場合、ステップＳ３２６
が否定判定されてステップＳ３２７へ進む。所定値δ未満の場合、ステップＳ３２６が肯
定判定されてステップＳ３２８へ進み、なお、所定値δは、たとえば１／２以下の値であ
り、本実施の形態においては１／６とする。
【０１２９】
　ステップＳ３２７においては、設定感度ＳＶＳの値にステップＳ３２６で算出した露出
偏差ΔＥＶの値を加算した値を制御感度ＳＶＣの値に設定してステップＳ３２９へ進む。
ステップＳ３２８においては、制御感度ＳＶＣの値を設定感度ＳＶＳの値に設定してステ
ップＳ３２９へ進む。
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【０１３０】
　ステップＳ３２９においては、制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度ＳＵの値より大きい
か否かを判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御上限感度ＳＵの値よりも大きい場合、ステ
ップＳ３２９が肯定判定されてステップＳ３３０へ進み、制御感度ＳＶＣの値に制御上限
感度ＳＵの値を代入して、上述した図１１のステップＳ２７２へ進む。制御感度ＳＶＣの
値が制御上限感度ＳＵの値以下の場合、ステップＳ３２９が否定判定されてステップＳ３
３１へ進む。
【０１３１】
　ステップＳ３３１においては、制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値未満か否か
を判定する。制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値未満の場合、ステップＳ３３１
が肯定判定されてステップＳ３３２へ進み、制御感度ＳＶＣの値に制御下限感度ＳＤの値
を代入して、上述した図１１のステップＳ２７２へ進む。制御感度ＳＶＣの値が制御下限
感度ＳＤの値以上の場合、ステップＳ３３１が否定判定されて、上述した図１１のステッ
プＳ２７２へ進む。これによって、制御感度ＳＶＣの値が制御下限感度ＳＤの値以上、か
つ制御上限感度ＳＵの値以下の値に制限される。
【０１３２】
　図１０～図１３のフローチャートを用いて説明した露出演算処理により、感度自動制御
モードおよびＩＳＯブラケティングモードの双方が設定された場合、演算回路１０１は、
感度自動制御モードにより、設定された露出モードにおいて適正露出となるように制御感
度ＳＶＣを決定する。そして、演算回路１０１は、設定された制御感度ＳＶＣを基準とし
て、撮影コマごとに制御感度ＳＶＣを変化させる。
【０１３３】
（表示処理）
　図２のステップＳ７における表示処理の詳細について、図１４のフローチャートを参照
して説明する。ステップＳ３４１においては、フラグＢが１に設定されているか否か、す
なわちＩＳＯブラケティングモードが設定されているか否かを判定する。フラグＢが１に
設定されている場合、ステップＳ３４１が肯定判定されてステップＳ３４２へ進み、フラ
グＢが０に設定されている場合、ステップＳ３４１が否定判定されて後述するステップＳ
３４６へ進む。
【０１３４】
　ステップＳ３４２においては、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１であるか否か
を判定する。ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１の場合、すなわちＩＳＯブラケテ
ィングによる一連の撮影が開始されていない場合、ステップＳ３４２が肯定判定されてス
テップＳ３４３へ進む。ステップＳ３４３では、表示装置１０９に、たとえば「ＩＳＯ－
ＢＫＴ」等のマークを点灯表示させてステップＳ３４５へ進む。
【０１３５】
　ＩＳＯブラケティングカウンタｎの値が１以外の場合、すなわちＩＳＯブラケティング
による一連の撮影が開始されている場合、ステップＳ３４２が否定判定されてステップＳ
３４４へ進む。ステップＳ３４４においては、表示装置１０９に、たとえば「ＩＳＯ－Ｂ
ＫＴ」等のマークを点滅表示させてステップＳ３４５へ進む。
【０１３６】
　ステップＳ３４５においては、表示装置１０９に、ＩＳＯブラケティングカウンタｎの
値を点灯表示させてステップＳ３４６へ進む。ステップＳ３４６においては、フラグＳが
１に設定されているか否かを判定する。フラグＳが１に設定されている場合、すなわち感
度自動制御モードが設定されている場合、ステップＳ３４６が肯定判定されてステップＳ
３４７へ進む。フラグＳが０に設定されている場合、すなわち感度自動制御モードが設定
されていない場合、ステップＳ３４６が否定判定されて後述するステップＳ３５１へ進む
。
【０１３７】
　ステップＳ３４７においては、フラグＣが１に設定されているか否かを判定する。フラ
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グＣが１に設定されている場合、すなわち制御感度ＳＶＣが設定感度ＳＶＳに変更されて
いる場合、ステップＳ３４７が肯定判定されてステップＳ３４８へ進む。ステップＳ３４
８においては、表示装置１０９に、たとえば「ＩＳＯ－ＡＵＴＯ」等のマークを点滅表示
させてステップＳ３４９へ進む。ステップＳ３４９においては、表示装置１０９に制御感
度ＳＶＣを点滅表示させて後述するステップＳ３５１へ進む。
【０１３８】
　フラグＣが０に設定されている場合、すなわち制御感度ＳＶＣが設定感度ＳＶＳに変更
されていない場合、ステップＳ３４７が否定判定されてステップＳ３５０へ進む。ステッ
プＳ３５０においては、表示装置１０９に、たとえば「ＩＳＯ－ＡＵＴＯ」等のマークを
点灯表示させてステップＳ３５１へ進む。ステップＳ３５１においては、表示装置１０９
に制御感度ＳＶＳを点灯表示させてステップＳ３５２へ進む。
【０１３９】
　ステップＳ３５２においては、モードパラメータＭｐの値が１であるか否かを判定する
。モードパラメータＭｐの値が１の場合、すなわち露出モードがプログラム自動露出制御
モード（Ｐモード）の場合、ステップＳ３５２が肯定判定されてステップＳ３５３へ進む
。ステップＳ３５３においては、表示装置１０９に、「Ｐ」マーク、制御シャッタ速度Ｔ
ＶＣ、および制御絞り値ＡＶＣを点灯表示させて、後述するステップＳ３５９へ進む。
【０１４０】
　モードパラメータＭｐの値が１以外の場合、すなわち露出モードがプログラム自動露出
演算モード（Ｐモード）以外の場合、ステップＳ３５２が否定判定されてステップＳ３５
４へ進む。ステップＳ３５４においては、モードパラメータＭｐの値が２であるか否かを
判定する。モードパラメータＭｐの値が２の場合、すなわち露出モードがシャッタ速度優
先自動露出制御モード（Ｓモード）の場合、ステップＳ３５４が肯定判定されてステップ
Ｓ３５５へ進む。ステップＳ３５５においては、表示装置１０９に、「Ｓ」マーク、設定
シャッタ速度ＴＶＳ、および制御絞り値ＡＶＣを点灯表示させて、後述するステップＳ３
５９へ進む。
【０１４１】
　モードパラメータＭｐの値が２以外の場合、すなわち露出モードがシャッタ速度優先自
動露出制御モード（Ｓモード）ではない場合、ステップＳ３５４が否定判定されてステッ
プＳ３５６へ進む。ステップＳ３５６においては、モードパラメータＭｐの値が３である
か否かを判定する。モードパラメータＭｐの値が３の場合、すなわち露出モードが絞り優
先自動露出制御モード（Ａモード）の場合、ステップＳ３５６が肯定判定されてステップ
Ｓ３５７へ進む。ステップＳ３５７においては、表示装置１０９に、「Ａ」マーク、制御
シャッタ速度ＴＶＣ、および設定絞り値ＡＶＳを点灯表示させて、後述するステップＳ３
５９へ進む。
【０１４２】
　モードパラメータＭｐの値が３以外の場合、すなわち露出モードがマニュアル露出モー
ド（Ｍモード）の場合、ステップＳ３５６が否定判定されてステップＳ３５８へ進む。ス
テップＳ３５８においては、表示装置１０９に、「Ｍ」マーク、設定シャッタ速度ＴＶＳ

、設定絞り値ＡＶＳ、および露出偏差ΔＥＶを点灯表示させてステップＳ３５９へ進む。
【０１４３】
　ステップＳ３５９においては、ＩＳＯブラケティングモードにおいて基準となる撮像感
度（制御感度ＳＶＣ）の値、設定感度ＳＶＳの値、および２コマ目以降の撮影における制
御感度ＳＶＣの値の対応関係を、表示装置１０９にバーグラフ表示させて図２ステップＳ
８へ進む。コマ数Ｎが５の場合における対応関係の表示の一例を図１６に示す。表示装置
１０９には、制御感度ＳＶＣの値に対する設定感度ＳＶＳの値が、たとえば三角形等の指
標Ｚとともに表示される。図１６（ａ）は制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値とが
異なる場合の表示例を示し、図１６（ｂ）は制御感度ＳＶＣの値と設定感度ＳＶＳの値と
が等しい場合の表示例を示している。なお、２コマ目以降の撮影における制御感度ＳＶＣ

の値は、補正ステップＸの値、およびコマ数Ｎの値に応じて変更されて表示される。
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【０１４４】
（撮像シーケンス処理）
　図２のステップＳ９における撮像シーケンス処理の詳細について、図１５のフローチャ
ートを参照して説明する。図１５のステップＳ３６１において、シャッタ制御回路１０３
に指令を出力し、シャッタ１０４の不図示のマグネットに通電して先幕および後幕を保持
させる。ステップＳ３６２において、モータ制御回路１０５に指令を出力し、シーケンス
モータ１０６に正転を開始させてステップＳ３６３へ進む。これにより、不図示のミラー
のミラーアップおよび絞りの絞り込みが開始される。
【０１４５】
　ステップＳ３６３において、絞り位置検出装置１０７から入力される信号によって検出
絞りパルス数Ｐｋを検出してステップＳ３６４へ進む。ステップＳ３６４において、ステ
ップＳ３６３で検出した検出絞りパルス数Ｐｋ、および前述したステップＳ６の露出演算
で算出した制御絞りパルス数Ｐｃとの間にＰｋ≧Ｐｃが成立するか否かを判定する。Ｐｋ
≧Ｐｃが成立する場合にはステップＳ３６４が肯定判定されてステップＳ３６５へ進み、
Ｐｋ≧Ｐｃが成立しない場合にステップＳ３６４が否定判定される。否定判定された場合
には、絞り込みを継続するようにステップＳ３６３へ戻る。
【０１４６】
　ステップＳ３６５において、絞り係止装置１０８に指令を出力して絞りを係止させ、ス
テップＳ３６６へ進む。ステップＳ３６６において、ミラーアップが終了したか否かを判
定する。シーケンススイッチＳＷ１からオン信号が入力されるとステップＳ３６６が肯定
判定されてステップＳ３６７へ進み、シーケンススイッチＳＷ１からオン信号が入力され
ない場合はステップＳ３６６が否定判定される。否定判定する場合には、ミラーアップを
継続するように判定処理を繰り返す。
【０１４７】
　ステップＳ３６７において、モータ制御回路１０５に指令を出力し、シーケンスモータ
１０６を停止させてステップＳ３６８へ進む。なお、ミラーアップの終了より先に絞り係
止装置１０８によって絞りの係止が終了するように不図示のシーケンス駆動装置が構成さ
れている。ステップＳ３６８において、所定時間のウエイトをおいてステップＳ３６９へ
進む。所定時間は、ミラーアップ後のバウンドが安定するまでに要する時間とする。
【０１４８】
　ステップＳ３６９において、タイミング回路１２４に駆動信号の発生を開始させて撮像
素子１２１の駆動を開始し、ステップＳ３７０へ進む。これにより、撮像素子１２１が電
荷蓄積を開始する。ステップＳ３７０において、シャッタ制御回路１０３に指令を出力し
、シャッタ１０４の不図示のマグネットへの通電を解除して先幕保持を解除させ、ステッ
プＳ３７１へ進む。これによってシャッタ先幕の走行が開始され、撮像素子１２１の撮像
面に到達した被写体光の強さに応じて撮像素子１２１が電荷を蓄積する。ステップＳ３７
１において、制御シャッタ速度ＴＶｃに相当する時間、ウエイトしてステップＳ３７２へ
進む。ステップＳ３７２においては、シャッタ駆動回路１０３に指令を出力し、シャッタ
１０４の不図示のマグネットへの通電を解除して後幕保持を解除させ、ステップＳ３７３
へ進む。これによってシャッタ後幕の走行が開始され、撮像素子１２１への被写体光が遮
断される。
【０１４９】
　ステップＳ３７３において、所定時間のウエイトをおいてステップＳ３７４へ進む。所
定時間は、後幕が撮像素子１２１の撮像領域を完全に遮光し、走行完了するまでに要する
時間とする。ステップＳ３７４において、撮像素子１２１の電荷蓄積を終了させてステッ
プＳ３７５へ進む。ステップＳ３７５において、モータ制御回路１０５に指令を出力し、
シーケンスモータ１０６に逆転を開始させてステップＳ３７６へ進む。これにより、不図
示のミラーのミラーダウン動作および絞りの開放復帰動作が開始される。ステップＳ３７
６において、タイミング回路１２４に指令を出力し、撮像素子１２１から蓄積電荷の読み
出しを行い、ステップＳ３７７へ進む。
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【０１５０】
　ステップＳ３７７において、ＡＳＩＣ１２３に画像処理を行わせ、ステップＳ３７８へ
進む。ステップＳ３７８において、ＡＳＩＣ１２３に画像圧縮処理を行わせ、ステップＳ
３７９へ進む。ステップＳ３７９において、画像圧縮後にバッファメモリ１２５に格納さ
れている画像データを記録媒体１２６に記録してステップＳ３８０へ進む。
【０１５１】
　ステップＳ３８０において、ミラーダウンが終了したか否かを判定する。シーケンスス
イッチＳＷ１からオン信号が入力されるとステップＳ３８０が肯定判定されてステップＳ
３８１へ進み、シーケンススイッチＳＷ１からオン信号が入力されない場合はステップＳ
３８０が否定判定されて、ミラーダウンを継続するように判定処理を繰り返す。
【０１５２】
　ステップＳ３８１において、モータ制御回路１０５に指令を出力し、シーケンスモータ
１０６を停止させて図１５による処理を終了し、図２のステップＳ１０へ進む。なお、シ
ーケンスモータ１０６は、逆通電ブレーキやショートブレーキなどのブレーキ処理により
瞬時に停止され、オーバーランは無視できる程度であるものとする。また、画像記録には
比較的時間がかかるが、ミラーダウン終了前には画像記録が終了するようにシーケンス機
構は構成されている。これにより、一連の撮影処理が終了する。
【０１５３】
　以上で説明した実施の形態の電子カメラによれば、以下の作用効果が得られる。
（１）演算回路１０１は、感度自動制御モードとＩＳＯブラケティングモードとが設定さ
れている場合、感度自動制御モードで適正露出となるように設定した制御感度ＳＶＣの値
を基準感度として設定し、高感度側および低感度側のいずれかへ撮像感度を変更させて、
ＩＳＯブラケティングモードによる撮影を行うようにした。この結果、先に感度自動制御
モードにより基準感度を設定するので、たとえばＩＳＯブラケティングモードによる２コ
マ目以降のブラケティング撮影時に、変更された撮像感度が、感度自動制御モードにより
適正露出となる撮像感度に補正されて、ブラケティング撮影に不具合が生じることを防ぐ
ことができる。
【０１５４】
（２）演算回路１０１は、図１６に示すように、ＩＳＯブラケティングモードにおいて基
準となる感度（制御感度ＳＶＣの値）と、設定感度ＳＶＳの値と、補正ステップＸに基づ
いてブラケティング撮影時に変更される撮像感度の値とを、表示装置１０９に表示させる
ようにした。したがって、ユーザは、設定感度ＳＶＳの値と制御感度ＳＶＣの値の差（露
出偏差）や、各コマ撮影時に変更される撮像感度の値等を把握することができるので、利
便性が向上する。
【０１５５】
　上述した実施の形態のカメラに対して以下のような変形が可能である。
（１）感度自動制御モードとＩＳＯブラケティングモードとが設定されている場合、演算
回路１０１は、ブラケティング撮影における１コマ目の制御感度ＳＶＣの値、すなわち基
準となる撮像感度を所定の固定値として設定してもよい。この場合、ブラケティング撮影
において、各コマ撮影時に変更される撮像感度の値は常に一定となる。
【０１５６】
（２）感度自動制御モードのみ設定されている場合、すなわちＩＳＯブラケティングモー
ドが設定されていない場合、制御回路１０１は、撮影ごとに制御感度ＳＶＣの値を変更し
て画像を取得できる。
【０１５７】
（３）ＩＳＯブラケティングモードのみ設定されている場合、すなわち感度自動制御モー
ドが設定されていない場合、演算回路１０１は、設定感度ＳＶＳを基準感度としてブラケ
ティング撮影を行ってもよい。ブラケティング撮影中に十分な被写体輝度Ｂｖが得られな
くなった場合は、制御回路１０１は、絞りおよびシャッタ速度を変更して、基準となる設
定感度ＳＶＳが１段高感度側もしくは低感度側に変更されるように露出値を補正してもよ
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【０１５８】
（４）制御上限感度ＳＵの値および制御下限感度ＳＤの値は１段ステップで高感度側もし
くは低感度側に設定するものに限定されず、たとえば１／３段ステップで設定してもよい
。
（５）シャッタ速度設定操作部材１１４は、設定シャッタ速度（露光時間）ＴＶｓを設定
範囲－５≦ＴＶｓ≦１２の範囲で１段ステップ設定するものに限定されず、たとえば１／
３段ステップで設定してもよい。
（６）絞り設定操作部材１１２は、絞り値を開放から最小絞りまで１段ステップで設定す
るものに限定されず、たとえば１／３段ステップで設定してもよい。
【０１５９】
　また、本発明の特徴を損なわない限り、本発明は上記実施の形態に限定されるものでは
なく、本発明の技術的思想の範囲内で考えられるその他の形態についても、本発明の範囲
内に含まれる。
【図面の簡単な説明】
【０１６０】
【図１】本発明の一実施の形態における電子カメラの構成を示すブロック図
【図２】カメラ動作の処理の流れを説明するフローチャート
【図３】通信処理の詳細を説明するフローチャート
【図４】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図５】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図６】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図７】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図８】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図９】設定処理の詳細を説明するフローチャート
【図１０】露出演算処理の詳細を説明するフローチャート
【図１１】露出演算処理の詳細を説明するフローチャート
【図１２】露出演算処理の詳細を説明するフローチャート
【図１３】露出演算処理の詳細を説明するフローチャート
【図１４】表示処理の詳細を説明するフローチャート
【図１５】撮像シーケンスの詳細を説明するフローチャート
【図１６】表示装置における表示の一例を説明する図
【符号の説明】
【０１６１】
１０１・・・演算回路　１０２・・・測光装置　１０９・・・表示装置
１１３・・・感度自動制御モード設定操作部材
１１４・・・ＩＳＯブラケティングモード設定操作部材
ＬＥ・・・撮影レンズ
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